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2006 年７～９月期ＧＤＰ速報（ＱＥ）予測 
～実質成長率は年率＋1.2％と潜在成長率を下回る見込み～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一生命保険相互会社（社長 斎藤 勝利）のシンクタンク、株式会社第一生命経済研究

所（社長 石嶺 幸男）では、2006 年７～９月期ＧＤＰ速報（ＱＥ）予測を取りまとめました

ので、ご報告いたします。 

 
 
 
 

2006 年７～９月期ＧＤＰ速報予測 
 

 

実質GDP成長率     前期比＋0.3％（同年率＋1.2％） 

名目GDP成長率    前期比＋0.4％（同年率＋1.7％） 

   GDPデフレーター 

   国内需要デフレーター 

 前年比▲0.7％ 

 前年比＋0.0％ 

 
 

 

【お問い合わせ先】 

 
 

第 一 生 命 経 済 研 究 所    
経 済 調 査 部 長  有 働  洋 
お問 い合 わせは 
経 済 調 査 部  日 本 経 済 短 期 予 測 チーム
新 家  義 貴  まで 

  TEL    03-5221-4528 
  E-Mail  shinke@dlri.dai-ichi-li fe.co.jp 

（詳 細 は次 頁 以 降 をご覧 下 さい） 
 

 



○ 2006 年７～９月期（QE）予測： 実質成長率は前期比＋0.3％（年率＋1.2％）と潜在成長率を下回る見込み 

・ 現時点で利用可能な統計により推計すると、2006 年７～９月期の実質ＧＤＰ成長率（11 月 14 日公

表予定）は前期比＋0.3％（同年率＋1.2％）と７四半期連続のプラス成長ながら、４～６月期の年

率＋1.0％に続いて、潜在成長率を下回る伸びが予想される。 

・ 輸出が引き続き高い伸びとなった一方で輸入が横ばいとなった結果、外需寄与度が前期比＋0.3％ポ

イントと成長の下支え要因になった。一方で、これまで底堅く推移していた個人消費が前期比▲

0.3％と 2004 年 10～12 月期以来の減少に転じることが、当期の実質成長率が潜在成長率（１％台後

半）をやや下回る水準まで低下すると予想される最大の要因である。また、公共投資が４～６月期

に続いて大幅に減少するとみられること（前期比▲6.5％）も成長低迷の一因となっている。個人消

費と並んで民需のもう一本の柱である設備投資は、高水準のキャッシュフローや企業の期待成長率

の回復等を背景に堅調な推移が続く見込みである（前期比＋1.1％）。在庫投資については、製品在

庫、流通在庫とも増加し、成長率の押し上げ要因になった模様である。 

・ 個人消費の低迷については、①所得の回復がまだ限定的なこと、②石油製品価格上昇等の影響で消

費者マインドが悪化したこと、③７月に天候不順の影響で押し下げられたこと、④家計調査のサン

プル要因により下振れている可能性があること、などが影響していると考えられる。この要因のう

ち、①は当面続くと予想されるものの、②、③については今後悪影響が徐々に剥落する可能性が高

いことに加え、④についてはいつまでも継続する類のものではない。10～12 月期以降の個人消費

は、実力に見合った程度の緩やかな増加基調に復帰すると予想される。日本経済が民需主体の自律

回復を続けているという見方を変える必要はないと考える。 

・ ７～９月期のＧＤＰデフレーターは前年比▲0.7％、国内需要デフレーターは前年比 0.0％と、前期

から下落率が縮小すると予測する。なお、今回公表値から、消費者物価指数の基準改定の結果がＧ

ＤＰ統計にも反映される。内閣府経済社会総合研究所では、基準改定の反映によってＧＤＰデフレ

ーターは▲0.3％ポイント下方修正されると試算しており、ＧＤＰデフレーターのプラス転化時期は

やや遠のくことになる。一方、実質ＧＤＰに関しては、デフレーターの改定により 2005 年以降の計

数が上方改定されることには注意しておく必要がある。 

・ 以上の７～９月期ＧＤＰ統計予測については、今後公表される９月家計消費状況調査等の結果を受

けて修正する可能性がある。 
 

図表 2006 年７～９月期 GDP 速報（QE）予測 
（前期比、％）

2006年 2006年

4～6月期 7～9月期

実績 予測

実質GDP 0.2 0.3

前期比年率 1.0 1.2

内需寄与度 0.4 ▲ 0.1

個人消費 0.5 ▲ 0.3

住宅投資 ▲ 2.7 0.8

設備投資 3.7 1.1

在庫投資 0.0 0.1

政府消費 ▲ 0.2 0.2

公共投資 ▲ 6.3 ▲ 6.5

外需寄与度 ▲ 0.1 0.3

財・サ輸出 0.9 2.4
財・サ輸入 2.0 0.0

名目GDP 0.3 0.4

前期比年率 1.3 1.7
GDPデフレーター
（前年比） ▲ 0.8 ▲ 0.7

日本実質ＧＤＰ成長率（前期比年率、寄与度）
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＜日本経済短期チーム＞ 

新家 義貴（shinke@dlri.dai-ichi-life.co.jp） 
長谷山則昭（haseyama@dlri.dai-ichi-life.co.jp） 
徳永 香奈（tokunaga@dlri.dai-ichi-life.co.jp） 
結城 良彦（yuki@dlri.dai-ichi-life.co.jp） 
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